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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

�

　「
北
秋
田
福
祉
の
雪
事
業
」の�

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　
福
祉
の
雪
事
業
を
受
託
で
き
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。�

期
間
　
11
月
〜
平
成
23
年
３
月
31
日�

内
容
　
対
象
家
庭
の
除
雪
作
業�

申
込
締
切
　
11
月
15
日（
月
）ま
で�

そ
の
他
　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
業

者
に
限
り
ま
す�

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-
６
６
３
９�

　
高
齢
者
相
互
援
助
ホ
ー
ム
の�

　
入
居
者
募
集（
冬
期
間
の
住
居
）�

　
市
で
は
、住
宅
の
事
情
等
で
冬
期
間
自

宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
を

対
象
に
、援
助
ホ
ー
ム「
あ
に
福
寿
荘
」へ

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。�

対
象
者
　
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上

の
１
人
暮
ら
し
又
は
、高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
方
�

　
　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
班
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
３
９

　
介
護
予
防
支
援
講
座（
10
月
〜
12
月
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。３
ヶ
月

分（
10
月
〜
12
月
）を
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

①
10
月
８
日（
金
）＝
語
ろ
う
趣
味
を
生

か
し
た
健
康
法
を
紹
介
し
ま
す�

②
10
月
22
日（
金
）＝
さ
わ
や
か
健
康
ゲ
ー

ム
で
楽
し
い
ひ
と
と
き�

③
11
月
12
日（
金
）＝
市
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
知
っ
て
ま
す
か
？�

④
11
月
26
日（
金
）＝
脳
の
元
気
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
か
ら�

⑤
12
月
10
日（
金
）＝
冬
場
の
乾
燥
か
ら

お
肌
を
守
る
秘
訣
は
こ
れ
だ�

⑥
12
月
24
日（
金
）＝
み
ん
な
で
唄
い
ま

し
ょ
う
、あ
の
歌
こ
の
歌
20
曲�

【
共
通
事
項
】�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分�

場
所
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド（
②
の
み
、ひ

ま
わ
り
の
家
）�

定
員
　
30
人
　
受
講
料
　
無
料�

申
込
締
切
　
期
間
内
い
つ
で
も
申
込
み
可�

　
　
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

60-

１
３
３
５�

　
稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止�

　
稲
わ
ら
焼
き（
も
み
殻
含
む
）は
、秋
田

県
公
害
防
止
条
例
に
よ
り
、10
月
１
日
か

ら
11
月
10
日
ま
で
の
期
間
は
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
対
す
る

苦
情
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。�

　
稲
わ
ら
焼
き
の
煙
は
、視
界
不
良
に
よ

る
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
や
、目

や
の
ど
を
痛
め
ぜ
ん
そ
く
等
の
病
気
の

方
に
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、今
年
は
北
秋
田
市
で
秋
田
県
種

苗
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、県
内

外
か
ら
訪
れ
る
方
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
る
稲
わ
ら
焼
き
は
絶
対
に

止
め
ま
し
ょ
う
。�

　
　
生
活
課
環
境
班
　
a

62-

１
１
１
０�

お
知
ら
せ�

申

問

申

問

問

　
市
で
は
、雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や
障
害
者
の
た
め
に
、本
年
度
も「
福
祉

の
雪
事
業
」を
行
い
ま
す
。�

　�　
①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
方�

　
②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯�

　
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者
若
し
く
は
児
童�

　
　（
中
学
生
ま
で
）の
み
等
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯�

　�　
▼
除
雪
作
業
料
金
の
８
割
を
助
成
し
ま
す
。（
支
給
限
度
額
を
超
え
る
分
は
、全

　
　
額
自
己
負
担
で
す
）�

　
▼
こ
の
事
業
は
、作
業
費
用
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、建
物
管
理
を
行
う

　
　
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。空
き
家
や
不
在
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん�

　�　
①
10
月
29
日（
金
）ま
で
に
、地
区
民
生
委
員
ま
た
は
、市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢

　
　
福
祉
班
、各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
班
へ
申
請
書
を
提
出
し
、登
録
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。登
録
が
遅
く
な
る
と
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す�

　
▼
積
雪
時
の
出
入
口
の
雪
よ
せ
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で
対
応
し
ま
す

　
▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
排
雪
作
業
の
依
頼
は
、必
要
の
都
度
、地
区
の
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。作
業
を
す
る
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま
す�

　
②
作
業
終
了
後
に
、利
用
者
が
作
業
業
者
に
直
接
料
金
を
支
払
い
ま
す
。料
金
は

　
　
作
業
量
、時
間
で
異
な
り
ま
す�

　
③
作
業
業
者
か
ら
、社
会
福
祉
協
議
会
に
作
業
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
す
。社
会

　
　
福
祉
協
議
会
は
市
役
所
へ
請
求
の
手
続
き
を
行
い
、市
役
所
か
ら
支
給
額（
作

　
　
業
料
金
の
８
割
）を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す�

�

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
　
　
a

62-

６
６
３
９
　
ま
た
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
a

63-

２
１
０
９
　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー�

（

（

北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
�
ど
う
し
て
も
、
雪
寄
せ
が

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

申
請
先

問
合
せ

利
用
で
き
る
方
は
次
の
方
で
す

支
給
限
度
額（
扶
助
限
度
額
）は
４
万
円
で
す

福
祉
の
雪
事
業
を
利
用
す
る
手
続
き（
サ
ー
ビ
ス
内
容
）

申

問
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お・知・ら・せ�

■接種対象者　接種日において北秋田市に住所を有する方�

■実 施 期 間　10月１日～平成23年３月31日�

■接 種 費 用　医療機関で異なるため、各医療機関にお問い合わせください�

■助成対象者と助成金額�

 ① 市民税非課税世帯の方　　接種費用全額助成�

　　※医療機関に非課税証明書(世帯全部証明)の提示が必要です。税務課・

　　　総合窓口課及び各総合窓口センターにて申請（手数料200円）してく

　　　ださい。非課税証明書(世帯全部証明)の提示がない場合は、助成は受

　　　けられません�

 ② 生活保護世帯の方　　接種費用全額助成�

 ③ 満65才以上及び60才以上65才未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能  

　  等に身体障害者手帳１級程度の障害を有する方　　１回につき1,500円

　  助成�

 ④ １才～中学校３年生　　１回につき1,500円助成

 ⑤ 妊婦　　１回につき1,500円助成

 ⑥ ①～⑤以外の北秋田市国民健康保険加入者　　１回につき1,500円助成�

 ※⑥における助成対象医療機関は、北秋田市内の医療機関のみ対象です�

■申 込 方 法　県内のほとんどの医療機関で接種を受けられます。医療機関

に直接予約のうえ接種を受けてください�

■接種時に必要なもの　▼健康保険証▼健康手帳▼①の方は非課税証明書

(世帯全部証明）▼②の方は生活保護受給者証▼④と⑤の方は母子手帳�

　
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動 

実
施
中
！�

　
県
で
は
、秋
田
を
元
気
に
し
て
い
く
た

め
、「
あ
い
さ
つ
で
広
が
る
秋
田
の
元
気

の
輪
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、さ
わ
や

か
あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
ち
に

は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」、い
つ
も
の
あ
い
さ

つ
で
地
域
の
結
束
力
を
、安
全
安
心
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

　
　
秋
田
県
地
域
活
力
創
造
課�

　
　
　 

a

０
１
８-

８
６
０-

１
２
３
７�

問

新型インフルエンザワクチン接種事業�
 ～接種費用の一部を助成します～�

実施期間�
平成22年10月１日から�
平成23年３月31日まで�

新型インフルエンザ市内予防�
接種実施医療機関（順不同）�

�
北秋田市民病院�
鷹巣病院�
うえだクリニック�
遠藤クリニック�
近藤医院�
佐々木産婦人科医院�
たかのす今村クリニック�
たむら内科クリニック�
津谷内科�
としま医院�
奈良医院�
藤原医院�
盛岡外科医院�
国民健康保険合川診療所�
児玉内科クリニック�
公立米内沢総合病院�
市立阿仁診療所�

�
62-7001�
62-1210�
60-1055�
63-0515�
62-1155�
63-0105�
62-5655�
63-2700�
62-2261�
62-1267�
62-1146�
62-2882�
62-1101�
78-3161�
69-7311�
72-4501�
82-2351

医療機関名 電話�

　2010～11年シーズンのインフルエンザワクチンは、新型と季節性２種の混合

ワクチンです。昨季のように、新型と季節性を別々に接種する必要はありません。�

　知っていただきたいこと、ご理解いただきたいことをまとめましたので、よく

お読みになり、新型インフルエンザの予防や重症化防止につとめましょう。

　　新型インフルエンザワクチン相談
窓口（健康推進課）  a62-6666

夫61才（定年後家にいる）、妻59才（パート土日休み平日夕方帰宅）�
　妻が夫にゴミ出しを頼んでも「カッコ悪い」と断る。他人に見ら
れるのが嫌なのだ。洗濯の取り込みを頼んでも週に１回しかやっ
てくれない。ただ、孫の保育園への送迎や、嫁いだ娘の頼みは何で
も聞いてやる甘い父親だ。その優しさを妻にもぜひ向けてほしい。�
　この世代の男性は、家事を手伝うことは恥ずかしいことと思い
込んでいるようだ。すぐ目の前に、老人が老人を介護する生活が
きているのです。男性が家事をすることは、高齢化社会を生き抜
く為に大切なことなのです。「いつまでもあると思うな内助の功」�
　　生活課地域推進班　a62-6628

～少しずつできることから�
　　　　　　始めてみよう～
～少しずつできることから�
　　　　　　始めてみよう～

問

「小児肺炎球菌ワクチン」接種の費用助成が新たに追加になりました。

詳細は、次号でお知らせします

問


